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裕

彦

小
品
系
般
若
経
の
経
文
が
、
随
次
整
然
と
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
各
種
の
教
説
や
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
の
も
と
に
展

開
す
る
経
文
に
は
、
構
成
や
組
み
立
て
に
い
ろ
い
ろ
な
趣
向
が
凝
ら
さ

れ
、
教
え
説
く
内
容
を
よ
り
鮮
明
に
伝
え
る
た
め
の
意
匠
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、
小
品
系
統
の
各
章
品
の
繋
が

り
や
そ
れ
ぞ
れ
の
教
説
が
少
し
く
渾
然
と
し
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
伝

え
ら
れ
る
各
種
テ
キ
ス
ト
の
経
文
に
は
、
教
説
の
飛
躍
や
突
然
の
挿
入

も
見
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
小
品
系
般
若
経
の
教
説
内
容
の
解
釈
に
は
、
各

章
品
の
展
開
過
程
の
整
理
や
経
文
の
分
析
的
理
解
が
当
然
要
求
さ
れ
る

こ
と
で
あ

ろ
う
。
梶
芳
光
運
博
士
が
大
品
系
般
若
経
の
無
叉
羅
訳

『
放

光
般
若
経
』
を
基
軸
に
整
理
さ
れ
た

「
般
若
経
科
判
」
は
、
支
婁
迦
識

訳

『道
行
般
若
経
』
系

の
小
品
系
統
を
も
包
含
し
た
も
の
で
あ
り
、
教

説
展
開
の
段
階
付
け
た
章
別
を
試
み
、
各
章
品
の
構
成
要
素
を
分
類

・

(
1
)

分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
梶
芳
博
士
の
苦
心
の
構
築
に
な

る
労
作
に
対
し
て
、
従
来
、
そ
の
内
容
検
証
や
批
判
に
関
し
て
は
、
十

分

に
か
つ
具
体
的
に
試
み
ら
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
と
こ
ろ
で

梶
芳
博
士
の
章
別

・
科
判
の
基
準
は
菩
薩
の
段
階
的
な
発
達
階
位
に
よ

る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
え
に
こ
の
梶
芳
研
究
を
裏
付
け
、
肉
付
け

す
る
目
途
の

一
作
業
と
し
て
、
表
題
の
も
と
に
小
考
を
加
え
た
い
。

元
来
、
小
品
系
般
若
経
は
四
階
位
の
菩
薩
を
説
く
と
さ
れ
る
。
平
川

彰
博
士
も
、
小
品
系
統
の
四
種
菩
薩
と
し
て
考
察

さ
れ

て

い
る
が
、

「
四
種
菩
薩

の
階
位
を
は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
梶
芳
光

運
博
士

で
あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
考
え
方
は
山
田
龍
城
博
士
に
も
受
け

つ
が
れ

て
鹿

」
と
述
べ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
鳩
摩
羅
什
訳

『小
品
般
若
経
』

で
い
う
無
樫
煩
悩
品
第

二
十
二
の
経
文
に
よ
る
、

世
奪
。
若
人
於
初
獲
心
菩
薩
随
喜
。
若
於
行
六
波
羅
蜜
。
若
於
阿
毘
践
致
。

若
於

一
生
補
庭
随
喜
。
是
人
爲
得
幾
所
幅
徳
。
橋
　
迦
。
須
彌
山
王
尚
可
稻

量
。
是
人
随
喜
幅
徳
不
可
稻
量

(大
正
八

・
五
七
五
a
)

と
い
う
四
階
位
の
菩
薩

の
教
説
で
あ
り
、
山
田
博
士
や
初
期
の
梶
芳
博

(
3
)

士
の
研
究
で
は
、
『般
若
経
』
は
四
種
菩
薩
に
応
じ
て
、
本
文

が

四
段

階
に
進
展
し
、
菩
薩
の
修
行
過
程
を
説
こ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
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二
〇

う
視
点
に
立

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

新
発
意
菩
薩
↓
久
発
意
菩
薩
↓
不
退
転
菩
薩
↓

一
生
補
処
菩
薩

へ
の

四
階
位
の
進
展
に
よ

っ
て
、
『般
若
経
』

の
教
説
内
容
が
順
次

次
第
し

て
行
く
と

い
う
、
経
文
の
構
成
要
素
の
分
析
、
あ
る
い
は
経
典
の
編
纂

様
式
の
類
推
に
か
か
わ
る
方
法
で
あ

っ
た
。
つ
ま
り
、
初
期
の
梶
芳
博

士
の
小
品
系
般
若
経
の
区
分
は
、
た
と

え
ば
、
『小
品
般
若
経
』
を
例

に
挙
げ
て
、

第

一
編
第

一
章
、
初
品
第

一
(或
は
須
菩
提
品
)

第
二
編
第
二
章
、
種
性
、
釈
提
桓
因
品
第
二
ー

佐
助
品
第
六

第
三
章
、
初
発
意
、
廻
向
品
第
七
ー

歎
浄
品
第
九

第
四
章
、
久
発
意
、
不
可
思
議
品
第
十
―

相
無
相
品
第
十
三

第
五
章
、
阿
毘
践
致
、
相
無
相
品
第
十
三
ー

阿
惟
越
致
相
品
第
十
六

第
六
章
、

一
生
補
処
、
深
功
徳

品
第
十
七
―
ー
深

心
求
菩
提
品
第

二
十

第
七
章
、
総
摂
、
深
心
求
菩
提
品
第
二
十
ー

見
阿
〓
仏
品
第
二
十
五

と
い
う
よ
う
に
、
菩
薩
の
四
階
位
に
よ

っ
て
章
別
を
企
て
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
梶
芳
博
士
の
営
み
は
、
後
に
大
著

『原
始
般

若
経
の
研
究
』
に
よ

っ
て
熟
考
修
正
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る

〈新
発
意
菩
薩

品
〉
↓
〈
久
発
意
菩
薩
品
〉↓
〈
不
退
転
菩
薩
品
〉
の
三
階
位
に
よ

っ
て
の

章
別

.
科
判

へ
と
大
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
小
品
系
統
の
本
体
の
教
説

は
、
「第

二
編
実
相
品
」
の
中
に
組
み
込

ま
れ
、
第

一
章
品

く
須
菩
提

品
〉
・
第

二
章
品

〈
天
王
品
〉
・
第
三
章
品

〈
種
姓
品
〉
(筆
者
は
、
〈
善

男
子
善
女
人
品
〉
と
呼
び
換
え

て

い
る
)
・
第

四
章
品

〈
新
発
意
菩
薩

品
〉
・
第
五
章
品

〈
久
発
意
菩
薩
品
〉
・
第
六
章
品

〈
不
退
転
菩
薩
品
〉
.

第
七
章
品

〈
総
摂
品
〉

へ
と
継
承
展
開
し
、
最
終
の
増
広
章
品
で
あ
る

〈
常
暗
菩
薩
品
〉
を
別
編
と
し
て
い
る
。
旧
稿

の
四
階
位
分
科
か
ら
新

稿
の
三
階
位
分
科
の
経
緯
を
細
か
く
言
及
す
る
余
裕
は
こ
こ
で
は
な
い

が
、
た
だ

〈
一
生
補
処
菩
薩
品
〉
を
は
ず
し
た
意
味
合

い
と
、
『
放
光

般
若
経
』
と

『
道
行
般
若
経
』
と
が
相
共
に
、

つ
ま
り
小
品
系
統
の
み

な
ら
ず
大
品
系
統
を
も
共
通

に
章
別
し
て
、
科
判
と
し
た
試
み
が
重
要

な
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
学
説

に
対
し
て
平
川
博
士
は
、
「両
博

士

の

見
方
も
理
由
の
あ
る
こ
と
と
思
う
が
、
し
か
し
般
若
経
で
重
要
な
こ
と

は
、
新
学
菩
薩
に
た
い
し
て
、
般
若
波
羅
蜜
と

は
何
で
あ
る
か
を
示
す

部
分
と
、
ど
こ
ま
で
修
行
す
れ
ば
不
退
菩
薩
と
言

い
う
る

か

を
示
す

「不
退
菩
薩
」
の
内
容
の
説
明
と

で
あ

る
と
考

え
る
」
と
し
、
さ
ら
に

「し
た
が

っ
て
般
若
教
徒
が

い
ま
直
ち
に

一
生
補
処
の
位
に
達

し

よ
う

(
4
)

と
は
考
え
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
論
述
さ
れ

て
い
る
。
た
し
か
に
梶

芳
博
士
も

〈
一
生
補
処
菩
薩
品
〉
は
取
り
は
ず

さ
れ
た
が
、
こ
の
平
川

説
に
対
し
て
、
小
品
系
般
若
経
の
経
文

の
一
つ
の
大
き
な
眼
目
は
菩
薩

の
階
位
を
説
く
こ
と
で
あ
る
と
い
う
視
点
に
立

っ
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず

階
位
に
よ
る

『般
若
経
』
の
分
析
の
妥
当
性
を

主
張
し
て
み
た
い
。

(
5
)

さ
て
、
す
で
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
小
品
系
統
の
冒
頭
の
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二

一

第

一
章

品

〈須
菩
提
品
〉
に
お
い
て
、
菩
薩
の
理
念
を
は
じ
め
て
説
き

明
か
し
た
時
、
新
発
意
菩
薩
と
不
退
転
菩
薩
の
二
種
の
菩
薩
を
対
比
的

に
、
対
照
的
に
説
い
て
い
る
。
い
う
と
こ
ろ
の

『小
品
般
若
経
』
初
品

第

一
の
教
説
に
よ
れ
ば
、
般
若
波
羅
蜜
に
お
い
て
行
ず
る
菩
薩
は
、
菩

薩
と
い
う
名
称

に
さ
え
執
ら
わ
れ
る
こ
と
な

く
、
「
若
菩
薩
聞
是
事
。

不
驚
不
怖

不
没
不
退
。
當
知
是
菩
薩
畢
寛
住
不
退
轄
地
。
佳
無
所
住
」

(大
正
八

・
五
三
七
c
)
と
あ
る
よ
う

に
、

つ
ね

に
不
驚
不
怖
不
没
不
退

で
あ
る
な
ら
ば
、
す

で

に
不
退

転
の
菩
薩

の
階
位

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
悪
知

識

の
誘
い
、

つ
ま
り
漢
訳
に
い
う

「魔
事
」
、
魔
の
所

行

に
よ
る
驚
怖
没
退
と
い
う
怖
畏
に
堕
落

し
て

し

ま
う
不
安
の
あ
る
も

の
が
新
発
意
菩
薩
で
あ
り
、
大
乗
と
い
う
乗
り
物

に
進
み
入

っ
た
ば
か
り
の
菩
薩

大

士

で
あ
る
と
説
く
。
般
若
波
羅
蜜
行
に
未
熟
な
、

ま
だ
退
転

の
可
能
性
の
あ
る
新
発
意
菩
薩
と
、
も
は
や
退
転
す
る
こ
と

の
な
い
不
退
転
菩
薩
の
二
種

・
二
様
の
菩
薩
を
説
示
し
て
教
説
が
出
発

し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
文
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
比
喩
的
な
意
味
合
い
の
教
説
が

託
さ
れ

て
い
る
が
、
善
知
識

の
導
き
で
大
乗
に
進
み

入
る
新
発
意
菩
薩
と
不
退
転
地

に
住
す
る
菩
薩
と
の
あ
り
よ
う
は
、
最

終
章
品

〈
常
哺
菩
薩
品
〉
に
説
か
れ
る
薩
陀
波
裾
菩
薩
と
曇
無
蜴
菩
薩

の
登
場

に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
新
発
意
と
不
退
転
の
二
様
の

菩
薩
が
対
比

・
対
照
さ
れ
て
教
説
さ
れ
る
内
容
が
、
小
品
奈
般
若
経
の

原
点
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
平
川
博
士
が

『般
若
経
』
の
枢
要
と
し

て
捉
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
正
し
い
の
で
あ
る
。
元
来
、
当
初
の

『
般
若

経
』
の
出
発
点
に
お
い
て
は
、
菩
薩
の
階
位
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
は

な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
小
品
、系
統
の
経
文
の
展
開
で
は
、
新
発
意
菩
薩
と

　
　
　

不
退
転
菩
薩
の
間
に
、
や
が
て
久
し
い
修
行
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
漸
次
段
階
的
な
菩
薩
の
階
梯
が
模
索
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
菩
薩

行

の
修
行
実
践
が
裏
付
け
と
な
る
久
発
意
菩
薩
、
久
発
心
菩
薩
、
久
行

菩
薩
の
考
え
方
が
必
然
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
小
品
系
統
の

教
説
の
中
で
、
久
発
意
の
概
念
が
、
古
訳
の

『
道
行
般
若
経
』
や
支
謙

訳

『大
明
度
経
』
は
も
と
よ
り
、
『小
品
般
若
経
』
か
ら
サ
ソ
ス
ク
リ

ッ
ト
文

『
八
千
頚
般
若
経
』
等
を
含
め
て
、
十
分
に
定
ま

っ
て
い
る
と

は
い
い
が
た
い
側
面
の
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は

〈
久
発
意
菩
薩
品
〉
の
経
文
解
釈
を
目
指
し
て
、
小
品
系

　
　
　

統
に
説
か
れ
る
久
発
意
菩
薩
を
め
ぐ

っ
て

一
考

し
た

い
。
ち
な

み

に

〈
久
発
意
菩
薩
品
〉
と
は
、
鳩
摩
羅
什
訳

『
小
品
般
若
経
』
の
不
可
思

議
品
第
十

・
魔
事
品
第
十

一
・
小
如
品
第
十

二

・
相
無
相
品
第
十
三

.

船
喩
品
第
十
四
の
五
章
品
が
相
当
す
る
。
久
発
意
菩
薩
の
教
説

へ
導
入

さ
れ
る
不
可
思
議
品
第
十
か
ら
魔
事
品
第
十

一
へ
と
推
移
す
る
経
文
に

は
、
小
品
系
統
の
構
成
上
の
基
本
形
と
い

っ
て
よ
い
説
示
形
式
が
示
さ

れ
て
い
る
。
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二
二

ま
ず
釈
提
桓
因
が
、
ω

「
若
人
聞
説
深
般
若
波
羅
蜜
。
受
持
讃
諦
如

所
説
行
。
當
知
是
人
已
曾
多
供
養
佛
廣
問
其
義
。
於
過
去
諸
佛
。
聞
深

般
若
波
羅
蜜
。
不
驚
不
怖
」
(大
正
八

・
五
五
三
c
)
と
問
い
起

こ
す

冒

頭
の
言
葉

に
対
し
て
、
舎
利
弗
が
②

「
世
奪
。
若
菩
薩
摩
詞
薩
。
能
信

解
深
般
若
波
羅
蜜
。
當
知
是
菩
薩
如
阿
毘
践
致
。
何
以
故
。
世
奪
。
若

人
於
過
去
世
。
不
久
行
深
般
若
波
羅
蜜
。
則
不
能
信
解
」
(大
正
八
.
五

五
三
c
)
と
述
べ
て
、
仏
の
教
え
を
要
請
す
る
。
仏
は
釈
提
桓
因
と

舎

利
弗
に
向
け
て
丁
寧
に
説
明
し
、
③

「若
未
受
記
菩
薩
。
得
聞
深
般
若

波
羅
蜜
。
當
知
是
菩
薩
久
畿
大

乗

心
」
(大
正
八
.
五
五
四
a
l
b
)
と

教
え
、
深

い
般
若
波
羅
蜜
を
聞
く
こ
と
が
久
し
く
大
乗
に
進
み
入

っ
た

こ
と
に
な

る
と
説
く
。
こ
こ
で
舎
利
弗
が
適
切
な
讐
喩
を
思
い
つ
い
て

説
き
明
か
し
、
結
局
は
㈲

「
佛
言
。
善
哉
善
哉
舎
利
弗
。
汝
所
樂
読
者

皆
佛
神
力
」
(大
正
八
・
五
五
四
c
)
と
あ
る
よ
う
に
、
舎
利
弗

は
仏

の

讃
辞
を
受
け
、
そ
の
威
神
力
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至

っ
て

よ
う
や
く
須
菩
提
が
登
場
し
、
⑤

「世
奪
。
菩
薩
摩
詞
薩
云
何
得
具
足

修
習
行
般

若

波
羅
蜜
」
(大
正
八

・
五
五
四
c
)
と
問
い
尋
ね
て
、
仏
が

菩
薩
道
を
久
行
す
る
も
の
の
姿
を
説
き
示
す
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、

⑥

「
世
奪
。
般
若
波
羅
蜜
如

是
誰

能

信
解
。
須
菩
提
。
若
久
行
菩
薩

道
者
。
世
奪
。
云
何
菩
薩
得
名
久
行
。
須
菩
提
σ
若
菩
薩
行
般
若
波
羅

蜜
。
不
分
別
佛
十
力
四
無
所
畏
。
乃
至
不
分
別
薩
婆
若
。
是
名
久
行
」

(大
正
八

・
五
五
四
c
)
と
い
う
仏
と
須
菩
提
の
問
答
で
示
さ
れ
る
。

紙
数
の
都
合
か
ら
こ
こ
ま
で
を
解
釈
す
れ
ば
、
:0
仏
を
中
心
に
登
場

す
る
須
菩
提

・
舎
利
弗

・
釈
提
桓
因
の
応
答
経

文
、
⇔
善
哉
善
哉
の
讃

辞
と
仏

の
威
神
力
に
よ
る
承
認
㈲
、
⇔
不
驚
不
怖
不
没
不
退
と
い
う
繰

り
返
し
の
反
省
ω
、
㈲
初
品
第

一
で
新
発
意
菩
薩
の
姿
が

「是
名
護
大

乗
心
大
荘
嚴
菩
薩
摩
詞
薩
善
知
識
」
呪(大
正
八

・
五
三
八
d
)
等
と
説
明
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
対
応
③
、
な
ど

の
特
色
を
指
摘
で
き
る
。
さ
ら
に
⑥

以
降
に
続
く
不
可
思
議
品
第
十
の
経
文
は
、
善
男
子

・
善
女
人

へ
向
け

て
甚
深
な
る
般
若
波
羅
蜜
に
つ
い
て
、
①

「能
受
持
讃
諦
般
若
波
羅
蜜

乃
至
書
窩
」
(大
正
八
.
五
五
五
a
)
と
勧
奨
し
、
そ

の
福
徳
め
多

い
旨
を

説
き
明
か
す
。
そ
の
際
、
悪
魔
の
障
害
を
よ
く
克
服
す
る
こ
と
も
説
く
。

い
う
な
ら
ば
続
く
魔
事
品
第
十

一
は
、

こ
の
魔

の
所
行
の
超
克
を
強
調

し
、
魔
事
を
離
れ
て
久
行
す
る
こ
と
を
す
す
め
る
。
ま
た
小
如
品
第
十

二
の
最
初
に
、
⑧

「
須
菩
提
。
若
人
不
受
持
讃

諦
修
習
般
若
波
羅
蜜
。

當
知
是
人
新
護
道
意
。
少
智
少
信
不
樂
大
法
。

爲
魔
所
掻
」
(大
正
八
・

五
五
七
b
)
と
説
き
継
が
れ
て
い
る
の
は
、
久
発
意
の
あ

り
方
に
対
応

し
、
ω
の
教
説
を
受
け
て
の
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
次
の

〈
不

退
転
菩
薩
品
〉
に
入

っ
て
大
如
品
第
十
五
で
、
⑨

「
須
菩
提
。
若
菩
薩

於
先
佛
所
久
修
道
行
。
成
就
善
根
乃
能
信
解
」
(大
正
八

・
五
六
一
c
)
と

あ
る
よ
う
に
、
菩
薩
道
の
久
行
の
功
徳
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な

〈
久
発
意
菩
薩
品
〉
で
の
説
示
形
態
は
、
〈
須
菩
提
品
〉

〈
天
王
品
〉
〈善
男
子
善
女
人
品
〉
と
次
第
す
る
小
品
系
般
若
経
の
教
説

構
造
と
ま

っ
た
く
同
様
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
〈善
男
子
善
女
人
品
〉

〈
新
発
意
菩
薩
品
〉
〈
久
発
意
菩
薩
品
〉
〈
不
退
転
菩
薩
品
〉

の
四
章

品
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小
品
系
般
若
経
の
菩
薩
の
階
位

(勝

崎
)

二
三

を
、
小
品
系
統

の
み
な
ら
ず
大
品
系
統
を
含
め
た

『
般
若
経
』
の
綱
格

と
考
え
る
な
ら
ぽ
、
新
発
意
↓
久
発
意
↓
不
退
転

へ
と
段
階
的
に
次
第

す
る
菩
薩
の
階
位
と
教
説
の
あ
り
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
と
り
わ
け
、
菩
薩
が
般
若
波
羅
蜜
を
修
行

・
修
習
し
て
行
く

教
説
と
、

そ
の
教
説
を
受
持

・
読
諦

・
書
写
し
て
信
仰
を
す
す
め
て
行

く
善
男
子

・
善
女
人
の
教
説
と
が
不
可
分

に
混
成
さ
れ
て
い
る
の
が
、

た
と
え
ば

こ
の

〈
久
発
意
菩
薩
品
〉
で
も
明
ら
か
に
指
摘
で
き
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
、
梶
芳
博
士
の
章
別
区
分

の
よ
う
に
、
新
発
意
菩

薩

・
久
発
意
菩
薩

・
不
退
転
菩
薩
の
三
階
位
を
想
定
す
る
の
が
小
品
系

般
若
経

で
あ
ろ
う
。

一
生
補
処
菩
薩
と
い
う
概
念
は
、
小
品
系
統
に
は

い
ま
だ
固

ま

っ
て
い
な

い
、
熟
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
梶
芳
博
士
の
三
階
位
の
発
想
の
根

底

に
は
、
『仏
本
行
集

(
8
)

経
』
や

『大
事
』
・

に
説
か
れ
る
と
こ
ろ
の
、
,菩
薩
の
修

行
の
段
階
を
四
期
に
分
け
る
四
性
行
、.
四
種
行
あ
る
い
は
四
菩
薩
行
の

考
え
方
が
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
.
つ
ま
り
釈
迦
菩

薩

の
修

行

の
全
行
程

を
、
㊦

自
性
行

②
願
性
行

③

順
性
行

④
転
性
行

の
四
種

行
に
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
対
応
さ
せ
て
、
『般
若
経
』
に
つ

い
て
は
、

一
、
種
姓
品
(善
男
善
女
品
)

二
、
新
発
意
菩
薩
品

三
、
久
発
意
菩
薩
品

四
、
不
退
転
菩
薩
品

(
9
)

の
四
品
に
分
け
て
、.
四
種
行
と
対
照
さ
れ
る
大
綱
を
認
識
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
菩
薩
の
階
梯
に
つ
い
て
い
え
ば
三
階
位
で
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る

〈善
男
子
善
女
人
品
〉
を

前
段
階
に
加
え
て
、

四
品
四
分

の
骨
格
を
定

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
小
品
系
般
若
経
に
お
け
る
教
説
の

展
開

の
中
で
次
第
に
想
定
さ
れ
て
行

っ
た
菩
薩
の
三
階
位
説

の
再
確
認

と
、
階
位
説
に
よ
る
章
別
区
分
の
妥
当
性
、
経
文
解
析
の
重
要
性
を
評

価
し
て
お
き
た
い
。

1

梶
芳
光
運

『大
乗
仏
教
の
成
立
史
的
研
究
』
「別
出
般
若
経
科
判
」
、
七

二
九
―

一
〇

一
八
ペ
ー
ジ
参
照
。

2

平
川
彰

『初
期
大
乗
仏
教
の
研
究
』
1
(著
作
集
三
)、
四
〇
二
ペ
ー
ジ
。

3

山
田
龍
城

『―大
乗
仏
教
成
立
論
序
説
』
「小
品
類
編
纂
様
式
表
」、
二
〇

六
―
二
○
八
ぺ
ー
ジ
及
び
梶
芳
光
運

「般
若
経
に
現
れ
た
る
そ
の
原
始
形

態

に

つ
い
て
―

特

に
最
近

の
諸
原

型
説

を
め

ぐ

っ
て
」

「
小
品
般
若
経

に
於
け

る
そ

の
構

成
要
素
に

つ

い

て
」

(『
東

の
智
慧

西
の
思
想
』
、

一

五
―

一
六
ペ
ー
ジ
、

三

一
・
三
六
―

三
七

ペ
ー
ジ
)
等
参
照

。

4

平
川
彰
前
掲
書
、

四
〇
五
ペ
ー
ジ
。

5

拙
論

「
小
品
系
般
若

経
に

説

か

れ

る

菩

薩
」

(
『宗
教
研

究
』
二
九

一

号
、

二

一
五
-

二

一
六
ペ
ー
ジ
)
及

び

「小
品
系
般

若

経

の

仏

陀

観
」

(『
印
仏
研
』

四

一
巻

二
号
、

二
七
七
ペ
ー
ジ
)
参
照
。

6

岸

一
英

「小
品
系
般
若

経
に
お
け

る
菩
薩

の
階

位

の
発

達

」

(『
印
仏

研
』

二
四
巻

二
号
、

一
五
〇
―

一
五

一
ペ
ー
ジ
)
参

照
。

7

拙
論

「
小
品
系
般
若
経

〈
久
発
意
菩
薩
品
〉

に
つ
い
て
」

(『
宗
教
研

究
』

二
九
五
号
、

]
八
九
―

一
九
〇

ペ
ー
ジ
)
参
照

。

8

閣
那
嘱
多

訳

『仏

本
行
集

経
』
発

心
供
養
品
第

一

(大
正

三

・
六
五
六

c
)
、

9

梶
芳
光
運

「阿
含

経
と
般
若

経

と

の
比

較
」

(『
東

の
智

慧

西

の
思

想
』
、

二
〇

六
ペ
ー
ジ
)

等
参
照
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
般
若
経
、

菩
薩

思
想

(
大
正
大
学
講
師
)
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